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第65号 令和5年1月

北九州北九州市市老老連連だだよよりり

未来につなごう！未来につなごう！

【特集】市老連創立 60周年【特集】市老連創立 60周年

　北九州市老人クラブ連合会は、市内の老人クラブの発展向上と高齢者福祉の増
進に寄与することを目的に、昭和 38 年に設立され、今年創立 60 周年を迎えます。
　“高齢期の幸せを高齢者自身の手で創り出そう！”を合言葉に誕生した老人ク
ラブは、会員の意欲と知識、活力を結集して「健康・友愛・奉仕」の多彩な活動
に取り組みながら、地域づくりを担っています。
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私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

北
九
州
市
長

北
橋
　
健
治

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

北
九
州
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、
市
政

へ
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
昨
年
、
全
国
の
夜
景
観

光
士
が
選
ぶ
「
日
本
新
三
大
夜
景

都
市
」
に
お
い
て
、
全
国
一
位
を

獲
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
門
司

港
や
若
戸
大
橋
な
ど
歴
史
的
な
建

造
物
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
加
え
、

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

戸
畑
祇
園
山
笠
や
小
倉
城
竹
あ
か

り
な
ど
に
よ
る
夜
景
の
魅
力
を
評

価
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
市

の
大
き
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
も
の
と
、
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
中
、

皆
様
の
活
動
に
も
ご
苦
労
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
も
皆
様
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
始
め
、
様
々
な
場
面
で
ご

活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
、

大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
基
本
的
な
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
地
域

の
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
は
2
月
10
日
に
市

制
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を

記
念
し
て
、
北
九
州
市
の
自
然
・

文
化
等
の
魅
力
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

た
先
進
的
な
取
組
を
発
信
す
る
な

ど
、
本
市
の
魅
力
を
一
層
高
め
る

事
業
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
加

え
て
、
市
民
の
皆
様
に
北
九
州
市

へ
の
愛
着
と
誇
り
（
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
）
を
深
め
る
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
北
九
州
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

北
九
州
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
篠
塚
　
忠
二

新
年
の
あ
い
さ
つ
　

　
～
創
立
60
周
年
に
あ
た
り
～

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
本
会
並
び
に
各
区

老
連
の
運
営
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
厳
し
い
令

和
の
御
代
も
5
年
目
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
緊
急
事
態
宣
言
等
に
よ

り
活
動
を
自
粛
し
て
き
ま
し
た

が
、
昨
年
は
、
3
年
ぶ
り
に
総
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
通

常
の
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
様
々
な
社
会
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
会
員
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
ほ
か
、
役
員
の
後

継
者
不
足
に
伴
う
ク
ラ
ブ
の
解
散

や
、
財
政
基
盤
の
強
化
な
ど
、
多

く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
こ
れ
か
ら
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
本
格
化

す
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
、

高
齢
者
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
活
動

の
展
開
が
求
め
ら
れ
、
会
員
相
互

の
創
意
と
工
夫
で
、「
つ
な
が
り
続

け
る
、
つ
な
ぐ
活
動
」
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
、
市
老
連
創
立
60
周
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
を
変
革
の
契
機
と
と
ら

え
、
先
達
の
功
績
を
受
け
継
ぎ
つ

つ
、
あ
ら
ゆ
る
変
化
を
柔
軟
に
受

け
入
れ
、
一
層
の
活
動
の
充
実
と

組
織
の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

元
気
な
高
齢
者
の
姿
を
地
域
に
示

し
、「
あ
っ
て
良
か
っ
た
老
人
ク

ラ
ブ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
時
代

に
合
っ
た
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く

り
と
、
さ
さ
え
あ
い
の
地
域
づ
く

り
に
向
け
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
安
全
安
心
の
一
年
と
な
る
よ
う
、

ま
た
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。



（3） 令和 5 年（2023 年）1 月発行　北九州市老連だより　第 65 号〈1 版〉

私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 4 年度 各表彰受賞者の皆様

　今年度も、高齢者福祉の増進に尽力された個人、
団体や、永年に亘り老人クラブの育成発展に功績を
残した 9 名、50 団体が表彰されました。
　受賞おめでとうございます。
 （敬称略）

◆育成功労者
　山中 　　稔 （戸　畑）
　富永 　種春 （八幡東）

◆優良老人クラブ
　中町老人クラブ若葉会 （八幡西）

◆優良市区町村老人クラブ連合会
　小倉北区シニアサークル連合会 （小倉北）

◆育成功労
　岩男　 　浩 （小倉北）
　原 　　嘉納 （八幡西）

◆優良市区町村老人クラブ連合会
　藤松校区老人クラブ連合会 （門　司）
　上津役北地区老人クラブ連合会 （八幡西）

◆「活動賞」
　星和会 （小倉南）
　青葉校区老人クラブ連合会 （若　松）
　西台良町山の手悠々クラブ （八幡東）

厚生労働大臣表彰

全国老人クラブ連合会会長表彰

◆老人クラブ会長
　吉積　 英夫 （門　司）
　岩男 　　浩 （小倉北）

◆優良老人クラブ
　仙人・天女の会 （八幡東）
　浅川本村クラブ （八幡西）
　陣山第 2 クラブ （八幡西）
　第八亀山会 （八幡西）
　第一千歳会 （八幡西）
　引野第一長生会 （八幡西）
　天籟寺第三天寿会 （戸　畑）
　西戸畑高砂会第 3 クラブ （戸　畑）

福岡県知事表彰

◆優良老人クラブ
区 クラブ名 校(地)区名 会長名

門　司 小松町松生会 大里南 篠塚 　忠二
朗友クラブ-2 庄　司 徳永 　禮二

小倉北

寿年長者クラブ 小倉中央校区米町 荒木 　正弘
下富野老人クラブ長寿会 富　野 久保 　耕二
若杉会 城　野 三谷 　友子
若生会 三郎丸 竹野 　　勉
富和会 桜　丘 今村 　征夫
明友会 貴　船 椛島 　広光
井堀 3-2「昴」 井　堀 柏木 五十鈴
山門西ハーモニープラザ 寿　山 吉鶴 　武男

小倉南

下南方町内むらさき会⑨ 徳　力 川口 　朝一
下南方町内むらさき会⑩ 徳　力 川本 　昭雄
桜美会④ 徳　力 屋村 　淳子
高倉第 3 年長者クラブ 横　代 伊藤 　俊幸
第四城田クラブ 曽　根 竹下 　幸雄
第五城田クラブ 曽　根 大久保 賢一
第 2 若藤会 曽　根 中村 　英孝
西水町寿クラブ 湯　川 田中 　淳一
第三東雲クラブ 葛　原 渡辺 　賢士

若　松 21 区寿会 古　前 溝口 　るみ
東 29 区若友会 花　房 前田 　利昭

八幡東
中畑西老人会 東高槻 池田 　恵一
第 4 中央寿会 中　央 古野 喜代信
第 3 年長者クラブ B 枝光 3 山田 富士子

八幡西

日の出クラブ 木屋瀬 坂本 今朝武
鷹見台悠遊会第 4 永犬丸 宮崎 　一男
馬場第 2 長生会 上津役南 濱津 　義盛
穴生第一南長生会 上津役北 岡本 　喜好
ひまわりくらぶ 折尾東 宮本 　信利
年長者丸尾クラブ 折　尾 松本 　秀仁
老春会 黒　崎 谷 　多香子
陣山あけぼのクラブ 陣　山 岡田 　紘子

戸　畑
西戸畑高砂会第 1 クラブ 西戸畑 三﨑 　昌子
天籟寺第三天寿会 天籟寺 菊山 　孝一
千歳会第 7 クラブ 中　原 犬塚 　　博

北九州市長表彰「第 57 回年長者の祭典」
◆老人クラブ育成功労者
　坂本 　良枝 （小倉南）
　中嶋 　睦夫 （若　松）
　川原 ミサ子 （八幡東）

老人クラブ育成功労者の坂本良枝氏

九州各県・指定都市老連連絡協議会の会長に就任
〜九州ブロックの連携を密に！〜

　令和 4 年 5 月 31 日に市老連の篠塚忠二会長が、九州ブ
ロックの会長に就任されました。また、6 月には、全国老
人クラブ連合会の副会長にも就任されました。
　今後も、他都市老連との連携や情報共有に努めてまいります。
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九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
3
年
ぶ
り

に
2
日
間
の
集
合
形
式
に
て
長
崎

県
老
連
主
催
で
開
催
さ
れ
、
本
市

か
ら
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
2
研
究
部
会
で
は
、
八
幡
西

区
楠
橋
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
村

田
時
彦
事
務
局
長
が
、「
4
つ
の

友
愛
活
動 

～
老
人
ク
ラ
ブ
が
地

域
を
つ
な
ぐ
～
」
と
題
し
て
事
例

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

友
愛
訪
問
料
理
づ
く
り
を
中
心

に
、
分
か
り
や
す
く
発
表
さ
れ
、

令和 4 年 7 月7日（木） ～ 8日（金）ホテルニュー長崎

友
愛
活
動
へ
の
思
い

�

村
田
時
彦
氏
が
発
表

女
性
の
力
を
活
か
し
て

�

会
員
を
増
や
そ
う
！

多
く
の
質
問
に
も
、
的
確
に
回
答

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
市
の
友
愛

活
動
を
、
丁
寧
に
情
報
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
、
参
加
者
同
士
の
交

流
も
深
め
ら
れ
、
改
め
て
“
集
う

こ
と
”
の
意
義
を
実
感
し
た
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

《
研
修
会
報
告
》

会長あいさつ会長あいさつ

楠橋老人クラブ連合会楠橋老人クラブ連合会
事務局長　村田時彦氏事務局長　村田時彦氏

事例発表

　

毎
年
、
市
老
連
女
性
部
会
の
企

画
・
運
営
に
よ
り
実
施
し
て
い
る

本
研
修
会
に
は
、
市
内
の
55
名
の

女
性
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
戸
畑
区
老
連
の
尾

池
昭
子
女
性
部
長
が
、
区
老
連
女

性
部
の
定
例
会
や
手
芸
教
室
な

ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
続
い

て
、
小
倉
南
区
老
連
の
坂
本
良
枝

委
員
長
が
、
校
区
や
単
位
ク
ラ
ブ

の
季
節
行
事
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
岡
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」
セ

ン
タ
ー
長
の
神
﨑
智
子
先
生
よ

り
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
～
男

女
で
サ
ン
カ
ク
、
社
会
を
ヘ
ン
カ

ク
、
意
識
を
カ
イ
カ
ク
～
」
と
題

し
て
、
参
加
と
参
画
の
違
い
や
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
な
ど
、

多
角
的
な
方
向
か
ら
の
講
話
を

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
終
始

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

講　師講　師
神﨑智子先生神﨑智子先生

いきいきクラブ体操いきいきクラブ体操

令和 4 年10 月17日（月）ウェルとばた

女性リーダー研修会

坂本良枝委員長
（小倉南区）

尾池昭子女性部長
（戸畑区）

活動事例発表

九州ブロック老人クラブリーダー研修会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
回
答
す
る

新
た
な
ス
タ
イ
ル
に
挑
戦
し
、
便

利
な
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
」
と
仲

良
く
な
り
ま
し
た
。

　9 月 5 日（月）、6 日（火）に開催予定の
単位老人クラブ新任会長研修は、台風 11 号
の接近により中止しました。今年度の新任
会長 111 名には、研修資料と「リーダー必携」
を配付しました。

新任会長111名へ「リーダー必携」
単位老人クラブ新任会長研修

　基本編と資料編の２編から構
成され、クラブ運営を理解する
うえでの基礎的な資料として、
また、老人クラブの全体像を確
認する資料としてご活用いただ
けます。

全老連発行教材�「リーダー必携」
1 冊 640 円（送料込）

その他の全老連発行教材は� 検�索全老連　販売資料



（5） 令和 5 年（2023 年）1 月発行　北九州市老連だより　第 65 号〈1 版〉

私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

輝く人 輝く人 〜素敵な高齢期を〜  八幡東区編〜素敵な高齢期を〜  八幡東区編
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ク
ラ
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連
合
会

枝
光
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13
年
長
者
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ラ
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大
庭　

晃
正
（
88
）

　

令
和
4
年
春
の
叙
勲
の

受
章
者
が
1
月
1
日
付
で

発
表
さ
れ
、
枝
光
3
地
区

第
13
年
長
者
ク
ラ
ブ
の
大

庭
晃
正
さ
ん
が
高
齢
者
叙

勲
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
庭
さ
ん
は
、
元
小
学

校
の
校
長
先
生
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
、
40
年
に
わ
た

り
教
職
員
の
道
を
歩
ん
で

き
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち

が
毎
日
楽
し
く
、
喜
ん
で

学
校
に
通
え
る
こ
と
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
児
童
た
ち
へ

朝
ご
は
ん
を
必
ず
食
べ
る

よ
う
指
導
し
た
り
、
自
ら

通
学
路
の
見
回
り
を
行
い
、

危
険
な
場
所
が
な
い
か
等
、

定
期
的
に
点
検
を
実
施
し

な
が
ら
、
児
童
た
ち
が
安

心
し
て
毎
日
元
気
に
登
校

で
き
る
環
境
づ
く

り
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

大
庭
さ
ん
は

「
今
回
の
受
章
を

励
み
に
、
今
後
も

感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
百
歳
を

目
指
し
て
地
域
で

活
躍
し
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
語

ら
れ
ま
し
た
。

児
童
の
笑
顔
守
り

児
童
の
笑
顔
守
り

��

瑞
宝
双
光
章
受
章

瑞
宝
双
光
章
受
章

表彰状は特製の額縁に入れ飾り、日々の励みにされています表彰状は特製の額縁に入れ飾り、日々の励みにされています

　活動内容がクラブごとに違うように、クラブ名も多様で、それぞれに個性が光って
います。「老人会」は分かりやすい名称ですが、時代や活動に合った、より親しみや
すい愛称をつけて、イメージアップをしてみませんか。

会員増強のヒント クラブ名を工夫してみよう！

（会員 35名）
門司��松ヶ江南�　�会長��角谷　治俊
松南G・Gひまわり同好会

　以前は「松ヶ江南グ
ラウンド・ゴルフクラ
ブ」でしたが、会員か
ら「クラブ名が堅苦し
い、時代に合った名前
にしたい」との意見が

あり、みんなで話し合って改称しました。
　一人で家にいるより、外に出て、仲間と
活動することは、高齢者にとって大切なこ
とだと思います。後継者探しには苦慮して
いますが、会員の喜ぶ笑顔を見ると嬉しい
ので、これからも楽しく元気に活動を続け
ていきたいです。

　平成 29 年に活動再開
に向けて動き出したとこ
ろ、当時のクラブ名が「中
貫老人クラブ」だったせ
いか、勧誘した人から「私
は老人じゃない」と言わ

れることがあり、会員集めに苦労しました。
　そこで、発起人メンバーと「夢のある老人
クラブにしよう！」という話になり、クラブ
名に夢（ドリーム）を入れると、会員が 40
名集まりました。コロナが落ち着いたら、バ
ナナの叩き売りなど、楽しい夢のある活動を
したいです。

（会員 36名）
小倉南��貫��　会長��武内　章一

中貫ドリーム

　令和 4 年度の「社会奉仕の日
（9 月 20 日）」および「老人の日・
老人週間（9 月 15 日～ 21 日）」
の活動が、市内全域で行われ、
延べ約 1 万 6 千人の会員が地域
の清掃活動などに参加しました。

「社会奉仕の日、老人の日・老人週間」

コロナ禍でも5年連続
参加者が増加！



　昭和 38 年に設立された北九州市老連は、令和 5 年 2 月 7 日に 60 周年を迎えます。
　高齢者が人口の3割以上を占め、“人生100年時代”を迎えた今日、老人クラブ創設の原点を踏まえ、時代に合っ
た「新たな絆社会」を、高齢者自らの手によって創造していくことが求められます。
　北九州市老連創立 60 周年という記念すべき節目を新たな出発点として、これからも明るい長寿社会の実現に
向けて、一層の飛躍を果たすため、関係団体との連携を深め、全員が一丸となって新たな歩みを進めていきます。

平 成 2 年
〃

提言「21 世紀に向けた新たな老人クラブづくり」発表
厚生省、市町村老連に対する活動促進助成開始

平 成 3 年
〃

全国運動「寝たきりゼロ運動」展開、第 4 回ねんりんピックにおいて、
老人クラブのパビリオン「地域文化伝承館」開設

平 成 4 年 全国運動「在宅福祉を支える友愛活動」展開、老人福祉法改正
平 成 5 年 全老連「女性委員会」発足、北九州市「年長者相談コーナー」設置
平 成 6 年「新ゴールドプラン」策定、北九州市「市民福祉センター」設置開始
平 成 7 年「老人クラブ 21 世紀プラン」策定、「高齢社会対策基本法」公布
平 成 9 年 北九州市「市民福祉センターを中心とした地域づくり」事業開始

平成 12 年 全老連「単位クラブ21」策定、介護保険制度、成年後見制度開始
平成 14 年 全国運動「老人の日・老人週間」開始（9/15 ～ 1 週間）
平成 15 年 敬老の日が 9 月第 3 月曜日に、北九州市在宅介護支援センター開設
平成 16 年 北九州市「市民福祉センター、公民館」を「市民センター」へ名称変更
平成 20 年 後期高齢者医療制度開始
平成 22 年 全老連「老人クラブ活性化 3 ヵ年計画」策定
平成 27 年

〃
全老連「新地域支援事業に向けての行動提案」策定
生活困窮者自立支援法施行

令 和 4 年 全老連創立 60 周年記念全国老人クラブ大会

平 成 2 年 バブル崩壊、湾岸戦争、礼宮文仁親王ご成婚、ちびまる子ちゃん
平 成 3 年 雲仙普賢岳大火砕流、千代の富士引退、湾岸戦争、国民年金加入義務付け
平 成 5 年 皇太子殿下ご成婚、Ｊリーグ開幕、オードリーヘップバーン死去
平 成 7 年 阪神・淡路大震災、地下鉄サリン事件、野茂英雄メジャー新人王
平 成 9 年 消費税 5%、香港返還、ダイアナ妃事故死、ポケモン
平成 11 年 東海村臨界事故、ダイエーホークス初の日本一、しまなみ海道開通

平成 13 年 北九州博覧祭、米国同時多発テロ、ユーロ流通、愛子様誕生
平成 17 年 福岡県西方沖地震、ＪＲ福知山線脱線事故、知床半島世界自然遺産
平成 20 年 リーマンショック、麻生太郎内閣、洞爺湖サミット、日本人3 氏がノーベル賞
平成 23 年 東日本大震災、九州新幹線開業、なでしこジャパンＷ杯優勝、地デジ放送
平成 24 年 九州北部豪雨災害、東京スカイツリー開業、若戸大橋開通50 周年
令 和 2 年 新型コロナウイルスパンデミック、東京五輪・パラ延期、九州豪雨
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会員数の推移
昭和 38 年 設立

平成 5 年 30 年後

平成 7 年 ピーク

平成15 年 40 年後

平成25 年 50 年後

令和 4 年
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平 成 2 年
〃
〃
〃

・第 1 回北九州市シルバーペタンク大会開催
⑤年長者フェスタ‘90 大運動会（7 区対抗）
・友愛訪問モデル事業開始（20 校区指定、訪問員 300 名）
・婦人部会設置（全国で 11 番目）

平 成 3 年
〃
〃

北九州市老連だより第１号発行（1 月）
⑥海外研修旅行開始（生き生きハワイの旅）
⑦「年長者いきいきクラブ」開始（平成 21 年度終了）

平 成 4 年 九州ブロック老人クラブリーダー研修会（本市開催）

平 成 5 年
〃
〃

⑧市老連創立 30 周年記念感謝の夕べ開催
・30 周年記念事業「高齢者からの明日へのメッセージ」
・第１回市老連グラウンド・ゴルフ大会開催

平 成 6 年
〃
〃

・「社団法人」設立認可（3 月 7 日）、第 1 回通常総会開催
・会員増強運動「プラス 5 人作戦」の推進（158 クラブﾞ、1,035 人増）
・「寝たきりゼロ運動」普及モデル事業

平 成 7 年「指定旅館制度」導入
平 成 8 年

〃
・健康づくり・高齢者相互支援研修会
・シルバー交流作品展（市役所）

平 成 9 年「活動基金」積立開始（平成 24 年度に一般財源化）
平成 10 年

〃
⑨戦後 50 周年事業　戦争体験記発刊（小・中学生に配付）
・「医療と薬の学習・実践活動」推進モデル事業（平成 13 年度まで）

平成 11 年 九州ブロック老人クラブリーダー研修会（本市開催）

平成 12 年 年長者の生きがいと創造の事業「特別事業」（37 校区指定）
平成 13 年 ⑩年長者健康水泳（水中歩行）教室開始（平成 25 年度終了）
平成 14 年 北九州市高齢者の健康づくり支援事業開始
平成 16 年 ⑪全国健康福祉祭ふくおか大会「地域文化伝承館」実行委員会設置
平成 18 年 ⑫「高齢者の体力測定」啓発・普及モデル事業開始（平成 22 年度終了）
平成 20 年 九州ブロック老人クラブリーダー研修会（本市開催）
平成 23 年 ⑬東日本大震災被災地へ「元気袋」を届ける運動（女性部）
平成 25 年「一般社団法人」移行設立認可（4 月 1 日）
平成 26 年 全老連 100 万人会員増強運動開始（5 ヶ年計画）
平成 28 年 年長者いこいの家利用状況等調査実施
令 和 元 年 ⑭九州ブロック老人クラブリーダー研修会（本市開催）
令 和 3 年 専門部会の再編（8 部会→ 3 部会）
令 和 4 年 ホームページ開設
令 和 5 年 市老連創立 60 周年



昭和 38 年
〃

・旧五市老連を統合し、北九州市老人クラブ連絡協議会発足
・任意団体北九州市老人クラブ連合会設立（2 月 7 日）

昭和 40 年
〃

・北九州市社会福祉協議会内に事務局を設置
・福岡県老人クラブ連合会に加入

昭和 41 年「北九州市老人の祭典」開始（昭和 54 年「年長者の祭典」に改称）
昭和 43 年 北九州市老人福祉大会開催（昭和 47 年度終了）

昭和 21 年「日本国憲法」公布（翌年施行）
昭和 22 年 赤い羽根共同募金運動開始
昭和 26 年 全国社会福祉協議会が第 1 回「としよりの日」運動を開始
昭和 27 年 全国の社会福祉協議会で老人クラブづくりが進められる
昭和 37 年 全国老人クラブ連合会（全老連）結成大会開催
昭和 38 年「老人福祉法」公布・施行

〃 厚生省が老人クラブに対する助成開始
昭和 41 年 老人の日が敬老の日として国民の祝日となる

昭和 48 年「老人クラブ運営指針」策定、オイルショックで福祉元年と言われる
昭和 55 年「市町村老人クラブ連合会運営指針」策定、「北九州市民憲章」制定
昭和 57 年

〃
全老連創立 20 周年老人クラブのシンボルマーク・会員章制定

「老人保健法」公布（翌年施行）、老人医療費一部有料化
昭和 59 年 日本人の平均寿命が男女ともに世界一となる（男性 74.2 歳、女性 79.8 歳）
昭和 62 年「老人クラブ保険」創設
昭和 63 年 第 1 回「全国健康福祉祭（ねんりんピック）」開催
昭和 64 年 高齢者保健福祉推進 10 か年戦略（ゴールドプラン）策定

昭和 22 年 第１次ベビーブーム、阿蘇山噴火、英王女エリザベス結婚、炭坑節、農地改革
昭和 26 年 三原山噴火、ラジオ放送開始、サンフランシスコ平和条約
昭和 32 年 関門トンネル開通、諫早大水害、五千円札登場
昭和 38 年 北九州市発足、黒部ダム完成、ケネディ大統領暗殺、伊藤博文新千円札
昭和 39 年 東京オリンピック、東海道新幹線、新潟地震
昭和 43 年 東大紛争、小笠原諸島返還、三億円事件

昭和 47 年 札幌冬季五輪、沖縄復帰、パンダ初来日、浅間山荘事件、桜島噴火
昭和 55 年 モスクワ五輪不参加、山口百恵引退、漫才ブーム、イラン・イラク戦争
昭和 57 年 500 円硬貨発行、東北・上越新幹線開業、カード式公衆電話
昭和 58 年 東京ディズニーランド開園、ファミコン発売、大韓航空撃墜事件
昭和 63 年 昭和天皇崩御、瀬戸大橋開通、青函トンネル開通、リクルート事件
平 成 元 年 消費税 3％導入、天安門事件、ベルリンの壁崩壊、美空ひばり死去
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クラブ草創期
1940〜 1960年代

（昭和21年〜昭和43年）

クラブ拡大と活動発展期
1970〜 1980年代

（昭和47年〜平成元年）
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7

7 8
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昭和 47 年
〃

①グランドエイジ王将名人戦開催（現「年長者王将・名人戦」）
・老人コーナー開設「趣味の講座」開始

昭和 49 年 老人クラブ活動推進員設置事業発足
昭和 50 年 福岡県老人クラブ連合会を脱会し全国老人クラブ連合会に加入
昭和 53 年 ②「年長者の主張」コンクール開始

昭和 54 年
〃
〃

・九州ブロック老人クラブ指導者研修会開催
③北九州市老人クラブゲートボール大会開催（平成25年度終了）
・市内高齢者の会員加入率が 42.5％を達成

昭和 58 年
〃

・北九州市老人クラブ連合会発足 20 周年記念大会開催
・老人クラブ実態調査

昭和 61 年
〃
〃

・年長者の生きがいと創造の事業開始
④全国三大運動、「社会奉仕の日」の活動開始
・老人クラブ活動推進員設置

平 成 元 年
〃
〃

・事務局が北九州市社会福祉協議会から独立
・「生きがいと健康づくり推進モデル事業」開始
・ホタルの飼育事業（尾倉西校区）

1

市老連 60周年祝



令和 5 年（2023 年）1 月発行　北九州市老連だより　第 65 号〈1 版〉 （8）

私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

生きがいと創造の事業
会員の健康と笑顔につながっています

　この事業は、高齢者の孤立防止や閉じこもり予防を目
的に、校 ( 地 ) 区老連が主体となって、友愛訪問をはじめ、
ふれあい交流会や施設訪問、文化伝承活動などを通じて、
一人暮らし等の高齢者を見守る支え合いの活動です。
　今年度は、78 校 ( 地 ) 区、532 クラブが、事業の一
部に補助金を活用して取り組みを進めています。今号で
は、西門司校区老連の文化伝承活動をご紹介します。

年長者いこいの家で年長者いこいの家で
みんなで練習！みんなで練習！
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明

【校区老連の概要】
クラブ数
2クラブ

（うち本事業実施
1クラブ）
会員数　46名
　　男性20名
  　　女性26名
平均年齢70代後半

ク

会

年
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存
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
年
長
者
い
こ
い
の
家
で
、

月
1
回
、
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

　

馬
寄
（
ま
い
そ
う
）
の
地
名

と
馬
寄
踊
り
は
、
今
か
ら
約

１
７
０
０
年
前
、
第
14
代
仲
哀
天

皇
の
妃
で
あ
る
神
功
皇
后
が
三

韓
出
征
に
際
し
、
当
地
大
里
で
休

ま
れ
た
と
き
、
皇
后
の
御
旅
情
を

お
慰
め
す
る
た
め
、
村
人
た
ち
が

奉
仕
し
た
舞
を
馬
寄
踊
り
と
言

い
、
軍
馬
を
こ
の
地
に
集
め
た
こ

と
か
ら
、
馬
寄
と
地
名
が
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

昔
は
、
盆
踊
り
の
ほ
か
、
雨
乞

い
、
宮
籠
り
な
ど
村
落
の
行
事
の

度
に
踊
り
継
が
れ
ま
し
た
。
昭
和

3
年
の
献
穀
田
御
田
植
え
の
際

は
、
馬
寄
踊
り
を
奉
納
し
「
こ
の

地
に
こ
の
踊
り
あ
り
」
と
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
、
宮
内
庁

楽
師
一
行
が
門
司
に
来
ら
れ
た

際
も
、
踊
り
の
振
り
の
一
部
を
御

田
植
え
舞
に
採
用
し
た
ほ
ど
、
門

司
で
一
番
古
く
由
緒
あ
る
郷
土

芸
能
で
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
伝
統
芸
能
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
来
年
度
か
ら
市
民
セ

ン
タ
ー
で
も
稽
古
を
す
る
予
定

で
す
。
馬
寄
踊
り
を
通
し
て
、
歴

史
あ
る
伝
統
芸
能
を
絶
や
さ
ず
、

ま
た
、
世
代
間
交
流
で
会
員
の
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
に
も
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域の伝統芸能を継承し地域の伝統芸能を継承し
世代間交流を図り世代間交流を図り

新しい地域文化を創ります新しい地域文化を創ります

西門司小学校にて踊りを披露

https://tiisaisiroiniwatori.wixsite.com/maisouodori
馬寄踊り保存会HP

陣
老
連
と
聖
幻
会
の

�

ふ
れ
あ
い
交
流
会
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八
幡
西
区
陣
山
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
は
、
昨
年
7
月
に
、
生
き

が
い
と
創
造
の
事
業
の
一
環
と
し

て
、
障
が
い
児
・
者
の
日
本
舞
踊
グ

ル
ー
プ
「
聖
幻
会
」
と
の
ふ
れ
あ
い

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
46
名
を
含
め
、
地

域
住
民
な
ど
総
勢
75
名
が
参
加
し
、

指
導
者
で
あ
る
英　

聖
幻
さ
ん
の
講

演
の
後
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
日
本
舞

踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

聖
幻
会
は
、
中
学
生
か
ら
社
会
人

ま
で
の
ダ
ウ
ン
症
候
群
な
ど
の
障
が

い
者
9
名
が
在
籍
し
、
主
に
市
民
セ

ン
タ
ー
や
福
祉
施
設
、
芸
術
祭
り
な

ど
、
依
頼
が
あ
れ
ば
公
演
し
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
「
仲
間
と

一
緒
に
楽
し
く
踊
る
と
き
が
楽
し

い
。
先
生
は
厳
し
い
け
ど
、
仲
間
に

支
え
ら
れ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
陣

山
地
区
老
連
の

佐
藤
元
則
さ
ん

か
ら
お
礼
の
気

持
ち
を
込
め
て

手
作
り
し
た
風

車
が
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

障
が
い
へ
の
理

解
を
深
め
、
社
会
や
環
境
を
変
え
て

い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、
障
が

い
の
あ
る
人
々
に
優
し
い
社
会
は
、

す
べ
て
の
人
々
に
優
し
い
社
会
で

あ
る
と
信
じ
て
、
誰
も
が
住
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

【聖幻会ホームページ】https://seigenkai.jp

　

わ
が
国
で
は
、
12
月
3
日
の
国
際
障
害
者
デ
ー
か
ら
、
12
月
9
日
の
障
害
者

の
日
ま
で
「
障
害
者
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
障
が
い
に

つ
い
て
の
考
え
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
変
わ
る
べ
き
は
、
障
が
い

者
個
人
で
は
な
く
社
会
の
方
に
あ
る
と
の
認
識
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
も
、
障
が
い
者
と
の
交
流
会
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

　コロナで活動の場が減っています
が、踊りを披露することで観客から拍手
をもらい、子どもたちも元気をもらって
います。共生社会と言われる中で、こ
の活動を通して、障がい者と健常者

の垣根を無くし、みんなをつな
ぐ、潤滑油になりたいと

思っています。

聖幻会�代表
英　聖幻さん�より

すべての人々にすべての人々に
優しい社会を目指して優しい社会を目指して

障害者の日障害者の日12 
9

陣
老
連
と
聖
幻
会
の

�

ふ
れ
あ
い
交
流
会
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活
動

活
動

若
松
　
深
町
　
秦
　
君
子

「
よ
っ
て
こ
会
」っ
て
知
っ
て
る
？

�

～
16
区
青
々
会
の
活
動
～

深
町
校
区
4
ク
ラ
ブ
の
中
の
16

区
青
々
会
も
、
高
齢
化
に
伴
い
、

会
員
数
が
減
少
を
た
ど
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
先
輩

方
が
守
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
活
動

が
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

自
分
な
り
の
考
え
を
折
り
込
み
な

が
ら
、
日
々
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

主
な
活
動
は
、
毎
月
第
1
火
曜

日
の
班
長
会
、
第
3
火
曜
日
の
食

事
会
で
す
。
食
事
会
で
は
、
い
き

い
き
体
操
や
活
動
報
告
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、年
間
を
通
じ
て
、

1
月
は
新
年
会
、
4
月
は
お
花
見

会
、
9
月
は
慶
寿
の
つ
ど
い
、
12

月
は
自
治
会
と
合
同
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
、
形
を
変
え
て
の
集
い

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
前
は
、
踊
り
、
歌
謡

曲
、
近
く
の
保
育
園
の
卒
園
児
さ

ん
に
よ
る
五
平
太
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
2
年
間
は

中
止
と
な
り
寂
し
い
限
り
で
す
。

　

今
年
度
は
、
久
し
ぶ
り
に
9
月

の
慶
寿
の
つ
ど
い
を
食
事
会
に
変

え
て
、
弁
当
の
配
食
を
試
み
ま
し

た
。
配
食
時
に
は
、
安
否
確
認
の

み
行
う
予
定
で
し
た
が
、
さ
す
が

に
皆
さ
ん
と
話
が
し
た
く
て
、
玄

関
で
弁
当
を
渡
す
と
き
は
、
帰
り

づ
ら
く
な
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
食

事
会
を
再
開
す
る
た
め
の
話
し
合

い
を
行
い
、
第
2
、
第
4
水
曜
日

の
午
後
か
ら
、
公
民
館
で
「
よ
っ

て
こ
会
」
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
用
事
や
病
院
の
帰
り
な
ど

に
、
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
お
茶
や
お

話
を
し
て
い
く
ス
ト
レ
ス
発
散
の

場
所
で
す
。
ム
ダ
話
で
も
、
み
ん

な
と
会
っ
て
話
す
「
会
話
」
は
格

別
に
楽
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
深
町
校
区
合
同

の
旅
行
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
練
習
、
研
修
会
、
若
老
連
の
活

動
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
よ
り
ど
こ
ろ
「
よ
っ
て
こ

会
」
を
楽
し
く
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

毎回にぎわう「よってこ会」毎回にぎわう「よってこ会」

子どもたちによる五平太子どもたちによる五平太

楽しい
時間が元気の源楽しい
時間が元気の源

全国から 850 名が参加全国から 850 名が参加

全老連創立 60 周年記念  全国老人クラブ大会

天皇皇后両陛下がご臨席
　令和 4 年 11 月 8 日（火） 、国技館（東京都）にて全老連創
立 60 周年記念全国老人クラブ大会が盛大に開催されました。
　当日は、天皇皇后両陛下のご臨席を賜り、全国から 850 名、
本市からも 12 名が参加。厚生労働大臣表彰や作家阿刀田高
氏の記念講演「老いてこそユーモア」などが行われました。

（写真提供：全国老人クラブ連合会）（写真提供：全国老人クラブ連合会） 厚生労働大臣表彰厚生労働大臣表彰
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会
員
文
芸

会
員
文
芸

掛
け
巣
箱
貸
家
と
書
け
ば
初
烏

�

八
幡
東
　
大
蔵
3
　
烏
　
冬
青
　
　

俳
　
句

川
　
柳

終
わ
る
日
が
分
か
ら
な
い
か
ら
生
き
て
い
け

�

八
幡
東
　
前
田
2
　
亀
川
　
到
洋
　

老
い
て
今
色
恋
ナ
シ
の
友
百
人

 

八
幡
東
　
前
田
2
　
新
谷
　
好
美
　

歯
の
治
療
口
あ
け
二
時
間
く
た
び
れ
た

 

八
幡
東
　
前
田
2
　
亀
川
　
信
江
　

初
め
て
の
キ
ッ
ス
は
と
て
も
ま
ず
か
っ
た
‼

�

八
幡
東
　
前
田
2
　
細
井
　
千
代
子

「ねんりんピックかながわ2022」無事終了！
北九州市より76名の選手団を派遣しました

次回は
四国で行われます！

ねんりんピック北九州市代表選手選考会
「第51回年長者王将・名人戦」開催のお知らせ

級位・段位は問いません。女性も奮ってご参加ください！

区予選会もありますので、市老連事務局にお問合せください。
☎ 871-2910　 w07f201@wel-tobata.jp

◆と　き：令和5年2月21日（火）
◆ところ：�ウェルとばた2階　多目的ホール

　老人クラブ活動の趣旨にご賛同いただき、ご加入いただいた賛助会員の皆様です。
　賛助会員様の温かいご支援、ご協力に厚くお礼申し上げます。いただいた賛助会
費は、明るい長寿社会と地域福祉の向上のため大切に活用させていただきます。

（順不同、敬称略）賛助会員様のご紹介

株式会社ホテルマネジメント
嬉野温泉　入船荘 九州バントラ株式会社

株式会社 サンレー 株式会社 丸ふじ

社会医療法人財団 池友会　新小文字病院

悠和パートナーズ合同会社

株式会社  オクト

有限会社  聖真

株式会社 一の俣温泉観光ホテル

東武トップツアーズ株式会社 関門支店
株式会社 若港

株式会社 AI メディカル

医療法人真光憲会
みやび内科・眼科クリニック

◎個人会員（年会費）１口�10,000円
◎団体会員（年会費）１口�10,000円

【お問合せ】
市老連事務局�☎ 871-2910

今後とも、老人クラブ活動へのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　市老連では、随時、賛助会員を募集しています。老人クラブの活動にご賛同いただ
ける方ならどなたでもご加入いただけます。
　「入会申込書」は、ホームページからダウンロードできます。

区 クラブ名（校地区）

門　司

高友会（大里東）
朗友クラブ-１（庄司）
田野浦東老人クラブ（田野浦）
田野浦西老人クラブ（田野浦）
田野浦新開老人クラブ（田野浦）
田野浦南老人クラブ（田野浦）

小倉北

第 1 若葉会（泉台）
第 2 若葉会（泉台）
第 3 若葉会（泉台）
瑞穂会（南小倉）
足立本町第一長寿会（寿山）
足立本町第二長寿会（寿山）

小倉南

第一ニコニコ会（若園）
第二ニコニコ会（若園）
田原わかば会（田原）
道原菅生の会（すがお）
石生会（東谷）

若　松
　 4 区青々会（浜町）
13 区栄生会（深町）
17 区明青会（若松）

八幡東
むつみ会（槻田 3）
松茂会（槻田 3）
つくも会（槻田 3）
第一中央寿会（中央）

八幡西

洞南クラブ（則松）
市瀬長生会（上津役南）
町上津役第 5 明友クラブ（八児）
感田町老人クラブ長寿会（木屋瀬）
本町老人クラブ睦美会（木屋瀬）
下町長生会（木屋瀬）
新地町老人クラブ白寿会（木屋瀬）
金剛米寿会（木屋瀬東）
栄町長生会（木屋瀬東）
田の口年長者クラブ（木屋瀬東）

戸　畑

中原千歳会第一クラブ（中原）
中原千歳会第二クラブ（中原）
中原千歳会第三クラブ（中原）
中原千歳会第四クラブ（中原）
中原千歳会第五クラブ（中原）
中原千歳会第六クラブ（中原）
中原千歳会第七クラブ（中原）

結成 60周年
昭和38年結成で今年 60周年のクラブ



令和 5 年（2023 年）1 月発行　北九州市老連だより　第 65 号〈1 版〉（12）この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。

私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　会員の皆様からの投稿を募集します。400 字程度で、写真や資料を同封の上、連絡先を明記して、市
老連へ直接送付いただくか、各区老人クラブ連合会を通じてご応募ください。なお、紙面の都合で掲載
できない場合もありますのでご了承ください。 【市老連Ｅメール　w07f201@wel-tobata.jp】

原稿募集

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金
ご協力ありがとうございました！ご協力ありがとうございました！
　各区老連の活動には、各区で集められた
共同募金の配分金が使われています。
　今後とも共同募金運動への理解を深め、
ご支援ご協力をお願いします。

意志あるお金、募金のチカラ。

入会を希望される方は、市老連またはお住まいの
区の老人クラブに、お申し込みください。

門　司　区��☎ 322-1885　 mojirou@bizimo.jp

小倉北区��☎591-8611　 k.kitarouren@image.ocn.ne.jp

小倉南区��☎ 931-1941��� minamirou@ari.bbiq.jp

若　松　区��☎ 761-7072�� wakarou@vesta.ocn.ne.jp

八幡東区��☎ 671-6188　  higashirou@outlook.jp

八幡西区��☎ 642-1645　 fcc176289@tra.bbiq.jp

戸　畑　区� ☎872-7468��� tobatarou@cap.ocn.ne.jp

区老連へのお問合わせも便利な〝Ｅメール〟をご活用ください！

老人クラブ入会申込書老人クラブ入会申込書

ホームページからもお申込みできます！ホームページからもお申込みできます！

検 索北九州市老人クラブ連合会

　このたびは「市老連だより」の発行にあたりまして、多くの企業等の
皆様に広告の掲載をいただき誠にありがとうございました。
　本紙は、会員が住み慣れた地域で、いつまでも幸せな生活を送れるよ
うに願って発行しております。
　これからも末長きご厚誼、ご支援を賜りますようお願い申しあげます。
� 一般社団法人　北九州市老人クラブ連合会

スポンサーへのお礼 1版（門司・小倉北・小倉南区版）

会会員員募募集集
老人クラブに入りませんか？老人クラブに入りませんか？

入会は いつでも！ 誰でも！

仲間がいると元気100倍！
いきいきシニアライフ‼

入会してよかった！入会してよかった！

近くにいつも
気にかけてくれる
人がいて安心！

同世代のお友達
とのおしゃべりが
止まらないわ！

ゴルフを卒業して
グラウンド・ゴルフに
はまっています！

氏　名 男・女

住　所 年齢　　　　

　　　　歳電話番号

区

〒 757-0012
山口県山陽小野田市埴生3392
☎ 0836-79-0130

北九州から車で約30分。
皆様のお越しをお待ちし
ております。

季節体験農場�季節体験農場�花の海花の海
花の海でイチゴ狩り！

　イチゴハウスの面積はサッカーコート約 3 面分。
広～いハウスでおいしいイチゴが時間無制限で食べ
放題。
　場内にはレストランやカフェ、農産物の直売所、動
物ふれあい広場も併設。一日ゆっくりと楽しめます。

【賛助会員】【賛助会員】


